
ぜんとく寺



ここは、「くり」です。
おぼうさんが食じを
したり、とまったりす
る部屋があります。
くらくてしずかです。

くらくて しずかな くり



山門の近くに、木の
えだを組み合わせ
たアートさくひんが
あります。

ぜんとく寺の木のアート



本どうは、おまいりする
ところです。すごく大き
くてきらきらしています。

きれいな本どう



けいだいには、れんにょ上人のぞうがあります。れんにょ上人は、
きょうとから何か月も歩いてきたそうです。そして、ぜんとくじをた
てました。れんにょ上人は、やさしいかおをしています。じょうはな
の人をまもっていると思いました。

500年前にぜんとく寺をひらいた れんにょ上人



うめ川さんは、もし火じが
おきたら、いのちにかえて
もあみださまのぞうをまも
るのだそうです。

「いのちがどうなっても あみださまをまもる」
うめ川さん



あみださまはやさしいかおをしていました。
あみださまがいてくださってよかったです。
ぼくは、いつも元気に学校に行けるように、
あみださまにおねがいしたいです。

あみださま、ありがとう


